
1

No. 43 2008. 10

市取締定書　巳10月〔文政 4年（1821）カ〕　 　　　 　　 一宮市博物館蔵
商いや火の元用心、治安の維持など、三八市取締についての定が記されている。

C O N T E N T S

●展覧会のご案内
　「一宮三八市のにぎわい」
　「くらしの道具～今と昔～」
●博物館アルバム（4～ 9月）
●資料紹介　山本梅逸《四季花鳥図》
●文化財保護事業　籠守黒田大明神本地之像
●平成 20年度下半期催し物のご案内

一 宮 市
博 物 館
だ よ り
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享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
）、
三
八

市
は
一
宮
村
の
村
人
達
の
願
い
に
よ

り
公
認
市
場
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

以
来
、
三
八
市
は
真
清
田
神
社
の
門

前
で
開
か
れ
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

開
市
当
初
の
三
八
市
は
、
小
規
模

な
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
し
か

し
、
農
民
に
よ
る
商
品
流
通
が
発
展

し
て
い
く
と
、
三
八
市
は
物
資
の
交

換
取
引
の
場
と
し
て
大
変
な
に
ぎ
わ

い
を
み
せ
、
尾
張
西
部
の
中
心
的
な

市
場
の
一
つ
と
な
り
ま
し
た
。

江
戸
時
代
後
期
の
天
保
十
三
年

（
一
八
四
二
）
寅
八
月
吉
日
付
の
「
一

宮
六
斎
市
商
人
書
上
下
帳
」（『
一

宮
市
史
下
巻
』
所
収
）
に
よ
れ
ば
、

五
百
以
上
の
店
が
真
清
田
神
社
の
門

前
に
軒
を
つ
ら
ね
、
生
活
必
需
品
や

綿
業
関
係
商
品
な
ど
の
多
彩
な
商
品

が
売
買
さ
れ
て
い
た
様
子
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
取
り
扱
わ
れ
て
い

た
商
品
の
内
で
、
古
手
屋
は
最
も
多

く
、
次
い
で
糸
売
買
、
綿
屋
の
順
に

な
り
ま
す
。

ま
た
、『
尾
張
名
所
図
会
』
に
描

か
れ
る
「
一
宮
月
並
市
」（
右
下
写

【
会
期
】
10
月
11
日
（
土
）
〜
11
月
24
日
（
月
・
振
休
）

【
休
館
日
】

10
月
14
日
（
火
）・
20
日
（
月
）・
27
日
（
月
）、

11
月
4
日
（
火
）・
10
日
（
月
）・
17
日
（
月
）

【
開
館
時
間
】
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

(

入
館
は
4
時
30
分
ま
で)

【
観
覧
料
】（
常
設
展
含
む
）

一
般
200
円
（
160
円
）、
高
校
・
大
学
生
100
円

（
80
円
）、
小
・
中
学
生
50
円
（
40
円
）

※
（

）
内
は
20
人
以
上
の
団
体

※
市
内
小
・
中
学
生
は
無
料
。

※
市
内
在
住
の
満
65
歳
以
上
で
、
住
所
・
年

齢
の
確
認
で
き
る
公
的
機
関
発
行
の
証
明
書

等
を
提
示
さ
れ
た
方
は
無
料
。

※
身
体
障
害
者
等
の
手
帳
を
持
参
の
方
（
付

添
人
1
人
を
含
む
）
は
無
料
。

関連行事
◎講演
 『尾張の「在方町」を考える』
10月 19 日（日）
名古屋芸術大学教授　松田憲治氏
 『「尾張」の市場覚書』
10月 26 日（日）
愛西市教育委員会学芸員　石田泰弘氏
『やきもの文化を語る―瀬戸物の流通―』
11月 2日（日）
愛知県陶磁資料館副館長　仲野泰裕氏
( 愛知県陶磁資料館共催講演会 )
『尾張の名産と流通』
11月 16 日（日）
日本福祉大学准教授　曲田浩和氏

◎公演
 『尾張万歳』　尾張万歳保存会
11月 9日（日）
講演・公演ともに時間
午後 1時 30 分～ 3時
定員 100 名 ( 当日正午より整理券を配付 )

◎イベント
『三八茶屋』　呈茶料 :100 円
会期中の 3と 8のつく日に開催
午前 10時～午後 12時、午後 1時～ 3時
※お茶とお菓子の数には限りがあります。

10.11土 月•振休
2008.

–11.24

《綿繰ロクロ》　明治時代　一宮市博物館蔵
ワタの実を繊維と種子にわけるための道具
で、一宮村の名産品として取引されていた。

か
つ
て
一
宮
に
は
、「
三
八
市
」
と
称
す
る
市
場
が
あ
り
ま
し
た
。
物
資
の
交
換

の
場
で
あ
っ
た
市
場
は
、
人
々
が
生
活
す
る
う
え
で
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
、

今
日
の
生
活
に
も
か
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
宮
の
三
八
市
も
、
江
戸

時
代
か
ら
生
活
必
需
品
や
綿
業
関
係
商
品
な
ど
の
集
散
地
と
し
て
大
変
な
に
ぎ
わ
い

を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

本
展
覧
会
で
は
、
三
八
市
や
こ
こ
に
集
っ
た
商
品
の
流
通
、
生
産
な
ど
に
関
す
る

歴
史
の
一
端
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
一
宮
周
辺
の
村
々
で
開
催
さ
れ
て
い
た
市
場

と
比
較
し
な
が
ら
、
そ
の
機
能
に
つ
い
て
も
考
え
ま
す
。

「一宮月並市」（『尾張名所図会』より）
明治 13年（1880）刊　一宮市博物館蔵

真
）
か
ら
は
、
視
覚
的
に
往
時
の
盛

況
振
り
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
こ
に
は
常
設
店
舗
だ
け
で
な
く
、

綿
繰
ロ
ク
ロ
（
左
上
写
真
）
や
糸
車
、

綿
、
桶
な
ど
を
扱
う
仮
設
店
舗
も
描

か
れ
、
こ
れ
ら
の
商
品
を
求
め
て
大

変
多
く
の
人
々
で
に
ぎ
わ
う
様
子
が

見
て
取
れ
ま
す
。

本
展
覧
会
で
は
、
多
く
の
人
や
物

が
行
き
交
う
結
節
点
と
し
て
機
能
し

て
い
た
、
当
時
の
三
八
市
の
様
子
に

つ
い
て
、
文
献
史
料
を
中
心
に
展
示

し
ま
す
。（
坪
内
淳
仁
）

◆
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
◆
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江
戸
時
代
に
は
、
徳
川
幕
府
に
よ
る
兵

農
・
商
農
分
離
政
策
な
ど
に
よ
り
、
町
方
と

在
方
、
す
な
わ
ち
都
市
と
農
村
は
、
法
的
に

も
地
域
的
に
も
区
別
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
政

策
に
よ
っ
て
、
城
下
町
（
都
市
）
に
は
商
工

業
者
の
移
住
が
進
め
ら
れ
、
農
村
に
は
農
民

が
居
住
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
十
八
世
紀
と
も
な
る
と
、
農
民

に
よ
る
商
品
生
産
が
発
展
し
、
農
村
に
も
農

業
以
外
を
職
業
と
す
る
者
が
多
く
居
住
す
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
法
制
上
は
村

と
し
て
把
握
さ
れ
、
年
貢
諸
役
を
負
担
す
る

一
方
で
、
商
工
業
を
も
生
業
と
す
る
者
が
多

く
住
む
村
を
「
在
方
町
」
と
い
い
ま
す
。

◎
一
宮
村　

尾
張
国
一
宮
で
あ
る
真
清
田
神

社
の
門
前
町
と
し
て
知
ら
れ
、
戦
国
時
代
に

は
城
も
築
か
れ
て
い
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に

な
る
と
、
名
古
屋
と
岐
阜
を
結
ぶ
岐
阜
街

道
の
宿
場
と
し
て
、
そ
し
て
享
保
十
二
年

（
一
七
二
七
）
か
ら
は
六
斎
市
が
開
催
さ
れ

る
地
と
し
て
、
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

◎
黒
田
村　

か
つ
て
鎌
倉
街
道
が
通
る
宿
場

町
で
し
た
。
市
場
も
古
く
か
ら
成
立
し
て
い

た
よ
う
で
、
戦
国
時
代
に
は
城
も
あ
り
ま
し

た
。
元
禄
元
年
（
一
六
八
八
）
に
六
斎
市
が

許
可
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
苅
安
賀
村　

戦
国
時
代
に
は
城
が
あ
り
ま

し
た
。
江
戸
時
代
に
は
村
の
東
西
を
巡
見
街

道
が
通
り
、
享
保
十
三
年
（
一
七
二
八
）
か

ら
は
六
斎
市
が
立
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

◎
起
村　

慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
に
東
海

道
宮
宿
か
ら
中
山
道
垂
井
宿
を
結
ぶ
脇
往

還
・
美
濃
路
の
宿
場
町
と
し
て
整
備
さ
れ
、

木
曽
川
渡
河
の
要
所
と
も
な
っ
て
い
ま
し

た
。
六
斎
市
は
、享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
）

に
許
可
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
村
々
は
、
起
村
を
除
く
と
石
高

二
千
石
以
上
、
人
口
千
人
以
上
の
大
き
な
村

で
し
た
。
ま
た
、
門
前
町
、
宿
場
町
、
六
斎

市
が
立
て
ら
れ
た
村
、
あ
る
い
は
戦
国
時
代

の
城
下
町
と
い
う
由
緒
を
持
つ
、
と
い
う
共

通
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。そ
し
て
、

多
く
の
人
々
や
物
が
行
き
交
う
結
節
点
と
し

て
、
地
域
の
中
心
的
な
村
落
で
あ
る
と
と
も

に
、
綿
業
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
生
業
を

す
る
者
た
ち
が
居
住
し
、
豊
か
な
人
的
・
経

済
的
力
量
を
備
え
た
村
々
で
あ
っ
た
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

「
町
」の
よ
う
な
村
・
在
方
町

こ
の
展
覧
会
は
、
平
成
三
年
度
か
ら
十
六

年
の
長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
毎
年
継
続
開
催

を
し
て
き
た
、
小
学
校
四
年
生
の
た
め
の
展

覧
会
で
す
。

平
成
十
四
年
度
か
ら
は
、
今
と
昔
と
い
う

時
間
軸
だ
け
で
は
な
く
、
自
然
環
境
に
よ
っ

て
暮
ら
し
方
が
異
な
る
と
い
う
空
間
軸
を
取

り
入
れ
ま
し
た
。
木
で
で
き
た
道
具
が
多
い

山
の
暮
ら
し
、
流
通
品
が
多
い
平
野
や
海
の

暮
ら
し
。
今
年
の
く
ら
し
展
も
、
道
具
の
違

い
を
探
し
て
、「
平
野
の
暮
ら
し
を
考
え
る
」

と
い
う
方
向
性
で
展
示
を
し
ま
す
。

展
覧
会
開
催
中
に
は
市
内
四
十
二
校
の

四
千
人
を
越
え
る
小
学
校
四
年
生
が
来
館
し

ま
す
が
、
見
学
の
前
に
は
必
ず
学
校
で
道
具

展
の
カ
ー
ド
を
作
成
し
、
予
習
を
し
て
か
ら

展
示
を
見
ま
す
。（
久
保
禎
子
）

２
０
０
９
年

１
月
10
日（
土
）〜

３
月
１
日（
日
）

く
ら
し
の
道
具〜今

と
昔
〜

く
ら
し
の
道
具〜今

と
昔
〜

企画展▶
昨
年
度
ま
で
の
展
示
の
様
子

▶
道
具
展
の
カ
ー
ド

三八市コラム



平
成
八
年
と
九
年
に
実
施
し
た
丹
陽
町
伝
法
寺

地
内
の
遺
跡
発
掘
調
査
の
う
ち
、
元
屋
敷
遺
跡
出

土
の
弥
生
土
器
を
ま
と
め
た
報
告
書
を
刊
行
し
ま

し
た
。
元
屋
敷
遺
跡
で
は
、
弥
生
時
代
前
期
、
古

墳
時
代
前
期
、
そ
し
て
中
世
・
戦
国
期
の
遺
構
・

遺
物
が
出
土
し
て
い
ま
す
が
、
弥
生
時
代
前
期
の

元
屋
敷
遺
跡
は
、
い
わ
ゆ
る
環
濠
集
落
（
周
囲
を

溝
に
囲
ま
れ
た
集
落
跡
）
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

遺
物
は
、
こ
う
し
た
環
濠
や
、
集
落
内
の
溝
、
住

居
跡
と
考
え
ら
れ
る
土
坑
な
ど
か
ら
出
土
し
て
い

ま
す
。
遠
賀
川
系
土
器
の
壺
・
甕
と
削
痕
深
鉢
形

土
器
を
主
体
と
し
、
条
痕
文
土
器
を
含
む
と
い
う

様
相
は
、
三
ツ
井
遺
跡
と
類
似
し
、
縄
文
時
代
後

期
の
土
器
を
含
む
点
に
つ
い
て
は
、
三
ツ
井
遺
跡

と
と
も
に
岩
倉
市
権
現
山
遺
跡
と
も
共
通
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
三
遺
跡
か
ら
抽
出
さ
れ
る
尾
張
平
野
北

西
部
に
位
置
す
る
当
地
域
の
弥
生
時
代
前
期
の
様

相
は
、『
弥
生
石
器
編
』（
後
日
刊
行
予
定
）
の
中

で
、
明
ら
か
に
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 A4判、128ページ。

1部 800円。
博物館受付にて販売。

上 /遠賀川式壺形土器
下 /削痕深鉢形土器

平成 20年度 4月～ 9月には、6つの展覧会、2つの
通年講座をはじめ、いろいろなイベントを開催しました。
博物館の半年間を写真とともに振り返ります。

博物館アルバム特別展「いまあざやかに 丸
まるいきんげい

井金猊展」
4月 26日（土）～ 6月 1日（日）

第17回古文書講座（通年・毎月第2土曜日）博物館学芸員による歴史の授業 ミュージアムキッズクラブ（通年）

古くからの伝統を持った一宮市域は、日本画では川合玉堂、洋画では佐
分眞、三岸節子らを輩出しています。しかし、まだ知られざる作家も多く
います。今回の展覧会は、そのうちのひとり、日本画家・丸井金猊を紹介
するものでした。
展示作品は、丸井金猊の学生時代の植物写生作品 ( 美術学校の課題作品 )

から始まり、展覧会入賞作品、古今東西の要素を融合させたような独特の
画風の屏風仕立ての大作 2点、東宝劇場の階段壁画作品の大下図、神奈
川工業高校教諭時代に制作したデザイン画、木工品、それにポストカード
といった小さな作品まで総数 82点を展観しました。
作品はこれまでほとんど展示されず、遺族を中心に保管されてきました。
そのため各作品の保存状態はおおむね良好で、大和絵の技法を取り入れな
がら、金猊独自の研究によって人物や動物を鮮やかな色彩で描き出した世
界に、観覧の皆さんから感嘆の声が寄せられました。
会期中の 5月 4日 ( 日 ) には、明星大学造形芸術学部准教授山本陽子氏

と丸井金猊の孫である丸井隆人氏による講演会「美術の遺伝子」を開催。
また、学芸員によるギャラリートークも 5月 10 日 ( 土 )・18 日 ( 日 ) に
開催し（写真）、日本画家・丸井金猊の姿を知っていただきました。

西大海道村区有文書をテキストとして使用して
います。江戸時代の西大海道村は、『尾張徇行記』
によれば、高 310 石余の村で蔵入地のほか、内
藤氏、神谷氏他 7名の給地がありました。これ
までに村絵図や宗門改帳、五人組連印帳などを通
して、古文書の解読と江戸時代の人々の暮らしや
生活文化を学んでいます。

一宮市では、学芸員が市内の小学校に赴き、6
年生を対象にした歴史の授業を行っています。平
成 16 年度から 4年目の今年は、博物館の収蔵資
料を活用した 7つのテーマの授業を設けました。
「水墨画に見る室町時代の文化交流」（写真・今伊
勢小提供）では、画賛に注目して万里集九や雪舟
にまつわる郷土の歴史を探りました。

6月 8日 ( 日 ) 「涅槃図でお話をつくろう !」
9月27日(土)・10月4日(土) 「茶の湯の心を学ぶ」
市内の小学校 4～ 6年生を対象に、歴史・民俗・

考古・自然・美術などの多様な分野を総合的に学
ぶ講座です。今年度は総勢 37 名と大所帯でのス
タートになりました。第 1回の講座（写真）では、
創作を通して涅槃図への理解を深めました。

刊行物のご案内

4



博物館実習中学生職場体験

一宮市子ども写生大会作品展
8月9日（土）～20日（水）

夏休み子ども展示「江戸時代の写生」
8月9日（土）～24日（日）

「2008 一宮美術作家新展」
8月30日（土）～9月15日（月・祝）

「一宮写真協会選抜写真展」
9月 18日（木）～ 28日（日）

「自分のかけらを作ろう」
9月21日（日）午後1時30分～3時

一宮美術作家協会に所属する作家のうち 49 人
が作品 60 点を展示し、最新のイメージを展開し
ました。また、左合英明、若月陽子、真下賢一の
三氏の作品を特別展示しました。絵画・平面、彫
塑・立体、デザイン・工芸と各作家の個性あふれ
る多彩な作風を楽しむことができました。今年度
は博物館中庭にも作品の展示し、初秋の風のもと
作品をさまざまな角度から見ていただきました。

一宮写真協会より選抜された 30 人による写真
展を開催しました。「伝えたい 今日から 明日へ。」
を今年度のテーマにそれぞれの感性に裏打ちされ
た表現力で、熱い思いを込めた作品 52 点が展示
されました。モノクロ、カラーを問わず、作品の
もつ力に来場者は見入っていました。

愛知県陶磁資料館の依頼を受け、博物館中庭に
おいて愛知県陶磁資料館開館 30 周年記念ワーク
ショップを協力開催しました。愛知県陶磁資料館
は今年度で開館 30 周年を迎え、その記念として
陶磁資料館壁面に幅 1m × 10mのモニュメント
を制作する予定です。そのモニュメントに貼付け
る陶芸作品「自分のかけら」を制作するワーク
ショップを実施しました。

夏休み期間中に中学生が職場体験に
やってきました。今年度は、浅井・丹
陽・中部・西成・萩原・尾西第一（写真）・
大和・大和南の 8校 30 人のみなさん
でした。1～3日間の職場体験期間中、
受付応対・資料整理など、様々な仕事
を体験してもらいました。将来社会で
働く際の糧になれば幸いです。

毎年開かれている市内の幼稚園・保
育園児、小・中学生による子ども写
生大会の作品の中から上位入賞作品・
学校代表作品 359 点が展示されまし
た。( 一宮市教育委員会主催 )
※一宮市三岸節子記念美術館でも開催
　8月 22 日（金）～ 31日（日）

7～ 9月の約 6日間、学芸員資格の
取得を目指す 6名が考古、民俗、歴史・
美術工芸の 3部門に分かれて博物館
実習を受けました。展覧会の展示・撤
収作業や催事の補助、資料の取り扱い
方の講習（写真）などを通して、博物
館の役割や運営について理解を深める
ことができたと思います。

「写生」をテーマに当館収蔵品の一
部を展示しました。子ども向けのワー
クシートの配布をはじめ、8月10日（日）・
17日（日）にはギャラリートークも行い
ました（写真）。感想カードを用意し
たところ、学芸員が驚くような発見を
してくれた子もいました。

本展覧会は、愛知県陶磁資料館の収蔵資料を中心として、
日本・東南アジア・南アジア・西アジア・中国・南アメリカ
から出土した土器を展示し、日本の縄文～古墳時代の土器と
同時期の世界の土器を比較しました。　●入館者数 1726 人

◎会期中のイベント
○ 7月 6日 ( 日 )
講演会「世界の土器を語る」とティーパーティー・中国編（写真左上）
講演会講師 : 愛知県陶磁資料館主任学芸員 森達也氏
文士茶礼 : 茶遊苑 山口典子氏ほか　●参加者 43人
○ 7月 20 日 ( 日 ) 
ギャラリートーク「世界の土器を語る」　●参加者 60人
講師 : 愛知県陶磁資料館学芸員 小川裕紀氏
ティーパーティー・タイ編 ( 谷 スマニー氏 )　●参加者 130 人（写真下左）
○ 8月 3日 ( 日 )
世界の土偶を作ろう !　●参加者 130 人
ティーパーティー・イラン編(仁 キャリム氏)　●参加者340人（写真下右）

企画展「土と炎の芸術～世界の土器～」
7月5日（土）～8月3日（日）
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十
五
幅
の
横
長
の
画
面
の
中
に
花

や
果
物
、
虫
な
ど
が
描
か
れ
て
い
ま

す
。
左
上
に
掲
げ
た〈
桃
に
髪
切
虫
〉

に
は
、
画
面
中
央
に
モ
モ
の
実
の
つ

い
た
枝
が
置
か
れ
、
そ
の
先
に
カ
ミ

キ
リ
ム
シ
が
逆
さ
ま
に
止
ま
っ
て
い

ま
す
。
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
の
背
の
白
い

斑
点
や
触
角
の
節
ま
で
描
き
こ
ま
れ

た
写
実
的
な
表
現
に
対
し
て
、
モ
モ

の
実
の
付
け
根
か
ら
放
射
線
状
に
伸

び
る
葉
は
輪
郭
線
を
描
か
な
い
没
骨

技
法
で
、
弓
形
に
曲
が
っ
た
枝
は
筆

の
勢
い
を
そ
の
ま
ま
活
か
し
た
付
立

技
法
で
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
枝
に

そ
っ
て
二
個
の
モ
モ
の
実
と
カ
ミ
キ

リ
ム
シ
、
さ
ら
に
落
款
が
バ
ラ
ン
ス

良
く
配
さ
れ
、
画
面
に
品
良
く
対
象

が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
小
幅
な
が

ら
、
様
々
な
技
法
や
巧
み
な
構
図
が

用
い
ら
れ
、
色
の
対
比
も
美
し
い
佳

品
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、
各
幅
に
記

さ
れ
た
落
款
に
は
様
々
な
書
体
や
印

章
が
用
い
ら
れ
、
落
款
研
究
の
上
か

ら
も
興
味
深
い
で
す
。

花
鳥
画
家
・
山
本
梅
逸

こ
の
作
品
を
描
い
た
の
は
、
江
戸

時
代
後
期
に
活
躍
し
た
名
古
屋
出
身

の
画
家
・
山
本
梅
逸(

一
七
八
三
〜

山本梅逸《四季花鳥図》
全15幅　絹本着色・軸装　嘉永 4年 (1851)
縦 27.5 ×横 39.5cm、総丈 116.0 × 50.5cm（各幅）
花果画帖を明治 40年（1907）に軸装仕立て
今尾景年書付「梅逸翁真跡　画帖十五葉　明治丁未小
春装潢成図　景年観併書（印）」
平成 7年 (1995) 寄贈

●資料紹介

◆
主
な
参
考
文
献

『
特
別
展　

南
画
家　

山
本
梅
逸―

華
麗
な
る
花

鳥
・
山
水
の
風
雅―

』
図
録
、
名
古
屋
市
博
物
館
、

平
成
十
年
四
月
十
一
日
〜
五
月
十
日

〈桃に髪切虫〉

〈河骨に蛙と蝗虫〉

〈川魚に蓮と慈姑と菱〉

一
八
五
七)

で
す
。〈
月
下
蘆
原
に

群
鴨
〉
及
び
〈
朝
顔
と
花
瓶
〉
に

記
さ
れ
た
落
款
か
ら
、
嘉
永
四
年

(

一
八
五
一)

、
梅
逸
六
十
九
歳
の

作
品
だ
と
分
か
り
ま
す
。

梅
逸
は
同
じ
名
古
屋
出
身
の
画

家
・
中
林
竹
洞
と
並
び
称
さ
れ
る
画

家
で
す
。
山
水
画
を
得
意
と
し
た
竹

洞
に
対
し
て
、
梅
逸
は
花
鳥
画
に
お

い
て
定
評
が
あ
り
ま
し
た
。
梅
逸
は

享
和
二
年(

一
八
〇
二)

に
竹
洞
と

と
も
に
上
洛
し
た
の
を
皮
切
り
に
、

そ
の
後
た
び
た
び
京
都
を
訪
れ
、
天

保
二
年(

一
八
三
一)

前
後
に
京
都

に
移
住
し
ま
す
。
以
後
、
安
政
元
年

（
一
八
五
四
）
に
名
古
屋
へ
戻
る
ま

で
の
約
二
十
三
年
間
、
京
都
に
拠
点

を
置
き
ま
す
。

梅
逸
や
竹
洞
の
作
風
は
、
一
般
に

南
画
（
文
人
画
）
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

南
画
の
特
色
と
し
て
は
、
中
国
文
人

画
に
範
を
求
め
た
画
題
や
画
風
、
主

観
に
重
き
を
置
く
描
写
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
梅
逸

が
活
躍
し
た
頃
の
京
都
で
は
、
写
生

に
基
礎
を
置
い
た
抒
情
的
な
円
山
四

条
派
が
幅
広
い
支
持
を
得
て
い
ま
し

た
。
梅
逸
の
初
期
作
品
に
は
、
中
国

か
ら
移
入
さ
れ
た
画
譜
（
絵
手
本
）

や
清
人
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
た
南
蘋

流
の
影
響
が
色
濃
い
で
す
が
、
京
都

移
住
後
は
円
山
四
条
派
の
色
彩
や
モ

チ
ー
フ
な
ど
を
取
り
入
れ
て
い
き
ま

す
。
本
作
品
に
見
ら
れ
る
形
態
の
的

確
な
描
写
や
色
彩
感
覚
は
そ
の
成
果

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

描
か
れ
た
モ
チ
ー
フ

身
近
に
置
い
て
楽
し
め
る
画
帖
は

江
戸
時
代
に
も
て
は
や
さ
れ
ま
し
た

が
、
梅
逸
は
本
作
品
の
制
作
に
あ
た

り
、
以
前
に
描
い
た
作
品
の
中
か
ら

モ
チ
ー
フ
を
選
ん
で
構
成
し
直
し
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、〈
河
骨
に
蛙
と

蝗
虫
〉
に
描
か
れ
た
コ
ウ
ホ
ネ
に
二

匹
の
カ
エ
ル
と
イ
ナ
ゴ
の
組
み
合
わ

せ
は
、
弘
化
元
年
（
一
八
四
四
）
に

描
か
れ
た
《
花
卉
草
虫
図
》(

名
古

屋
市
博
物
館
蔵)

の
中
に
見
出
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、〈
川
魚
に

蓮
と
慈
姑
と
菱
〉
は
、
弘
化
四
年

（
一
八
四
七
）
の
《
魚
蔬
図
》
に
描

か
れ
た
モ
チ
ー
フ
を
い
く
つ
か
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
ら

は
大
幅
に
多
く
の
モ
チ
ー
フ
を
配
す

る
の
と
は
異
な
っ
た
絶
妙
な
構
図
で

描
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
本
作
品
か
ら
は
、
梅

逸
が
京
都
移
住
後
二
十
年
を
経
て
、

自
ら
の
画
風
を
確
立
し
た
様
子
が
う

か
が
わ
れ
ま
す
。（
成
河
端
子
）
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に
逃
れ
る
途
中
、
黒
田
明
神
の
社
森

に
駕
籠
を
留
め
て
そ
の
中
で
一
夜
を

過
ご
し
ま
し
た
。
そ
の
際
に
村
人
が

里
芋
に
よ
る
饗
応
を
し
た
と
こ
ろ
、

二
皇
子
は
非
常
に
喜
ば
れ
、
そ
の
礼

に
と
芋
の
葉
に
夜
露
を
集
め
て
、
黒

田
明
神
に
奉
献
し
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
に
よ
り
、
黒
田
明
神
を
籠
守
勝
手

大
明
神
と
尊
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
で
も
こ
の

故
事
に
ち
な
み
、
御
駕
籠
祭
（
芋
名

月
）
の
神
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
江
戸
時
代
に
奈
良
大
峰
山

信
仰
が
こ
の
地
方
で
盛
ん
に
な
り
、

吉
野
水み

く
ま
り分

神
社
（
子
守
明
神
、
子
守

宮
と
も
呼
ば
れ
る
）・
勝
手
神
社
を

勧
請
し
た
こ
と
に
よ
り
、
混
交
さ
れ

た
も
の
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

外
題
に
あ
る
丹
生
四
所
明
神
と
は

高
野
四
所
明
神
と
も
い
い
、
高
野
一

山
の
地
主
神
の
こ
と
で
、
こ
れ
ら
を

集
め
て
描
い
た
も
の
を
高
野
曼
荼
羅

と
呼
び
ま
す
。
弘
法
大
師
空
海
が
寺

院
建
設
地
を
探
し
て
い
た
折
に
、
二

頭
の
犬
を
連
れ
た
高
野
明
神
（
狩
場

明
神
）
の
導
き
に
よ
り
丹
生
明
神
か

ら
高
野
の
地
を
教
示
さ
れ
与
え
ら
れ

た
と
い
う
高
野
山
開
基
の
縁
起
に
よ

り
ま
す
。
そ
の
図
像
の
多
く
は
本
地

垂
迹
説
に
基
づ
き
、
宮
廷
風
の
背
景

に
和
装
束
や
唐
装
束
の
神
像
が
描
か

れ
、
仏
法
の
守
護
神
と
し
て
尊
ば
れ

ま
し
た
（
左
上
図
参
照
）。

保
存
修
理
は
京
都
市
の
株
式
会
社

墨
申
堂
で
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

保
存
修
理
前
の
状
況
と
し
て
、
本

紙
は
裏
打
ち
紙
か
ら
浮
き
上
が
り
、

彩
色
が
裏
打
ち
紙
へ
移
動
し
、
ま
た

絵
具
の
欠
落
も
生
じ
て
い
ま
し
た
。

特
に
緑
青
部
上
の
絵
具
は
脆
弱
な
状

態
で
し
た
。
本
紙
全
体
に
横
折
れ
が

生
じ
、料
絹
が
磨
耗
し
て
い
ま
し
た
。

本
紙
上
部
に
は
濃
い
シ
ミ
、
左
の
獅

子
の
上
に
は
虫
触
が
あ
り
ま
し
た
。

保
存
修
理
と
し
て
、
裏
打
ち
紙
に

移
っ
た
絵
具
は
膠
溶
液
を
使
用
し
て

本
紙
へ
再
付
着
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
肌
裏
紙
の
繊
維
を
少
し
ず
つ
除

去
し
ま
し
た
が
、
絵
具
に
絡
ん
で
い

る
繊
維
は
残
し
ま
し
た
。
絵
具
の
剥

籠こ
も
り守

勝か
っ
て手

神
社
は
市
内
木
曽
川
町

黒
田
に
あ
り
、
祭
神
は
瀬
織
津
比
咩

命
と
淀
比
咩
命
で
す
。
創
建
年
代
は

不
詳
で
す
が
、
社
名
に
つ
い
て
次
の

よ
う
な
伝
説
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

紀
元
一
一
〇
四
年
、
市
辺
押
盤
皇

子
が
大
泊
瀬
幼
武
王
に
よ
り
殺
害
さ

れ
、
残
さ
れ
た
二
人
の
子
・
億
計
王

と
弘
計
王
は
尾
張
一
宮
真
清
田
神
社

一
宮
市
で
は
文
化
財
の
管
理
、
修
理
等
の
保
存
活
用
に
要
す
る

経
費
の
一
部
を
一
宮
市
文
化
財
保
護
条
例
に
基
づ
き
補
助
金
を
交

付
す
る
等
の
保
護
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
昨
年
度
に

保
存
修
理
さ
れ
た
文
化
財
の
一
例
を
紹
介
し
ま
す
。

絹本著色・軸装　縦 100 ×横 40cm
木曽川町黒田・籠守勝手神社蔵
箱書「籠守黒田大明神本地之像　黒田宿法連寺什物」
外題「丹生四所明神　法連寺什物」
旧木曽川町指定文化財 (昭和 44年指定 )
平成 17年の合併により一宮市指定文化財
※法連寺 (市内木曽川町黒田 )はかつての神宮寺

籠守黒田大明神本地之像 文
化
財
保
護
事
業

文
化
財
保
護
事
業

保存修理前保存修理後

◆
主
な
参
考
・
引
用
文
献

『
籠
守
黒
田
大
明
神
本
地
之
像
修
理
報
告
書
』

木
曽
川
町
『
木
曽
川
町
史
』
一
九
八
一

木
曽
川
町
教
育
委
員
会
『
木
曽
川
町
の
文
化
財 

第
一
集
』 

一
九
七
四

景
山
春
樹
編
『
日
本
の
美
術
十
八 

神
道
美
術
』
一
九
六
七

佐
和
隆
研
編
『
仏
像
辞
典
』
一
九
九
三

関
口
正
之
編
『
日
本
の
美
術
二
七
四 

垂
迹
画
』
一
九
八
九

園
田
稔
・
橋
本
政
宣
編
『
神
道
史
大
辞
典
』
二
〇
〇
四

◀保存修理中の一コマ

厳島明神
本地は

弁天または文殊
（弁才天形）

厳島明神
本地は

弁天または文殊
（弁才天形）

気比明神
本地は
千手観音
（天女形）

気比明神
本地は
千手観音
（天女形）

高野明神
本地は

薬師如来又は
金剛界の
大日如来
（束帯形）

高野明神
本地は

薬師如来又は
金剛界の
大日如来
（束帯形）

丹生明神
本地は

大日如来又は
胎蔵界の
大日如来
（天女形）

丹生明神
本地は

大日如来又は
胎蔵界の
大日如来
（天女形）

落
止
め
を
本
紙
全
体
に
行
い
、
特
に

緑
青
部
に
つ
い
て
は
入
念
に
行
い
ま

し
た
。
汚
れ
は
浄
水
を
含
ま
せ
た
紙

を
使
用
し
て
除
去
し
、
折
損
部
に
は

補
絹
・
補
彩
を
し
て
、
折
れ
癖
部
分

に
は
美
濃
紙
を
用
い
て
折
れ
伏
せ
を

施
し
ま
し
た
。
表
装
は
旧
表
装
の
印

象
と
著
し
く
異
な
ら
な
い
よ
う
に

し
、
桐
太
巻
添
軸
、
桐
屋
郎
箱
を
新

調
し
ま
し
た
。（
齋
藤 

晶
）

籠
守
勝
手
神
社
の
由
来

丹
生
四
所
明
神

保
存
修
理

図）高野四所明神の尊像の例

▲除去した肌裏紙



現
在
の
一
宮
市
木
曽
川
町
に
生
ま
れ
、
岐
阜
で

育
っ
た
川
合
玉
堂
（
一
八
七
三
〜
一
九
五
七
）
は
、

望
月
玉
泉
・
幸
野
楳
嶺
・
橋
本
雅
邦
に
師
事
し
、

円
山
四
条
派
と
狩
野
派
を
融
和
さ
せ
た
独
自
の
境

地
を
開
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
日
本
の
四
季
が
織

り
な
す
美
し
い
自
然
と
そ
こ
に
生
き
る
人
々
や
動

物
た
ち
を
温
か
い
眼
差
し
で
詩
情
豊
か
に
描
い
て

多
く
の
名
作
を
遺
し
ま
し
た
。

本
展
で
は
、
玉
堂
の
描
い
た
動
物
作
品
十
七
点

を
紹
介
し
ま
す
。
日
本
で
は
、
江
戸
時
代
に
中
国

の
本
草
学
と
と
も
に
西
洋
の
博
物
学
が
盛
ん
に
な

り
、
実
物
を
見
て
精
密
な
写
生
画
を
描
く
と
い
う

こ
と
が
多
く
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
玉
堂
も
や
は

り
写
生
を
基
礎
と
し
て
絵
画
を
学
ん
だ
一
人
で

す
。
日
本
の
あ
ら
ゆ
る
伝
統
画
法
を
習
得
し
、
そ

の
技
術
を
現
代
に
伝
え
た
、
筆
の
芸
術
家
と
も
い

え
る
玉
堂
の
多
彩
な
技
を
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

玉
堂
記
念
木
曽
川
図
書
館　

第
８
回
川
合
玉
堂
展

玉
堂
の
描
い
た
動
物
た
ち
10
月
18
日（
土
）
〜

11
月
16
日（
日
）

【
開
館
時
間
】
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

【
休
館
日
】10
月
20
日（
月
）・27
日（
月
）、

11
月
４
日（
火
）・10
日（
月
）

【
観
覧
料
】
無
料

【
協
力
】
財
団
法
人 

玉
堂
美
術
館

【
交
通
案
内
】

・
公
共
交
通
機
関
ご
利
用
の
場
合 

名
鉄
名
古
屋
本
線
「
新
木
曽
川
駅
」

下
車
、
西
へ
徒
歩
約
15
分

・
お
車
ご
利
用
の
場
合

西
尾
張
中
央
道
「
外
割
田
」
交
差
点

を
西
へ
約
100
㍍

【
所
在
地
】
一
宮
市
木
曽
川
町
外
割

田
字
西
郷
中
25

☎
０
５
８
６
・
８
４
・
２
３
４
６

◎
学
芸
員
に
よ
る
展
示
説
明
会

10
月
25
日（
土
）・11
月
15
日（
土
）

い
ず
れ
も
午
後
2
時
〜

木
曽
川
図
書
館
３
階
展
示
室

玉
堂
記
念
木
曽
川
図
書
館

　上 /《双兎》1921年
　玉堂美術館

左上 /《小春日》1921年頃
一宮市博物館

左下 /《鵜舟》1942年
玉堂美術館

【観覧料】(常設展・聴講料含む、特別展の場合は別途定める )
 一般＝ 200円（160円）　高・大生＝ 100円（80円）
 小中生＝ 50円（40円）　＊（　）内は 20人以上の団体料金
【休館日】毎週月曜日、休日の翌日、年末年始（12/28 ～ 1/4）
【開館時間】午前 9時 30分～午後 5時（入館は 4時 30分まで）
※市内の小・中学生は無料
※市内在住の満 65歳以上で、住所・年齢の確認できる公的機関発行の
　証明書等を提示された方は無料
※身体障害者等の手帳を持参の方（付添人 1人を含む）は無料

［所在地］〒 491-0922　一宮市大和町妙興寺 2390
［TEL］0586-46-3215　［FAX］0586-46-3216
［HP］http://www.icm-jp.com/

［交通］名鉄名古屋本線「妙興寺」駅南口下車徒歩 7分
にこにこふれあいバス「ユーストア妙興寺店」下車徒歩 8分 

利用案内
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発行日　平成 20年 10月 10日
編集・発行　一宮市博物館
制作　日本印刷株式会社

企画展「一宮三八市のにぎわい」

10 月 11 日（土）～ 11月 24 日（月・振休）

企画展「2008 一宮市現代作家美術秀選展」

12 月 6日（土）～ 12月 21 日（日）

2008 年 11 月に開催される第 66回一宮市美

術展の成果等を受けて、日本画、洋画、彫塑、

工芸、デザイン、書、ならびに写真の部門ごと

の一宮市美術展依頼出品者、市長賞受賞者、協

会推薦者の作品およそ 80点を展示します。

この展覧会によって、美術を愛好する市民の

みなさまに一宮市の美術文化作品の精華を再認

識し、より一層美術振興の現状を知っていただ

けるものと思います。

企画展「くらしの道具～今と昔～」

2009 年 1月 10 日（土）～ 3月 1日（日）

市民文化財めぐり　11 月 7日（金）午前 9時～午後 3時 30 分
文化財保護月間に合わせ、市内にある文化財を文化財保護審議会委員の解説により観覧。

コース●常念寺→真清田神社→木曽川資料館→［昼食］→尾西歴史民俗資料館別館林家住宅→
森川家住宅外観→妙興寺→博物館 ( 企画展「一宮三八市のにぎわい」)　定員● 33人（抽選）
参加料● 1300 円（入館料・昼食代を含む）　申込● 10月 17 日（金）までに葉書で博物館へ
尾張平野を語る13～尾張藩と木曽川～
2009 年 2月 15・22 日、3月 1・8・15 日の各日曜日
この講座では、歴史・自然・民俗など広い分野から講師

を招いて講演会を行い、濃尾平野 ‒特に尾張平野について
これまでも考えてきました。13 回目となる今回は、江戸時
代の尾張西部と木曽川にスポットをあて、尾張藩と木曽川
をめぐる政治、制度、産業などについて考えます。
民俗芸能公演　2009年3月22日（日）午後1時30分～3時
一宮市内には、山車祭礼として知られる石刀祭や津島祭

の系譜をひく黒岩川祭りなど、特徴的な祭礼が残っていま
す。また、ばしょう踊という雨乞い踊りや島文楽（写真上）、
宮後住吉踊（写真下）も絶えることなく伝承されています。
博物館では、毎年これらの芸能を紹介しています。

平成20年度下半期催し物のご案内

一 宮 市

博 物 館

だ よ り


